






























部は 「西洋風景画の誕生」 として3章に分かれ,イ タリアの初期ルネサンスと北方ルネサン
ス,ブ ルゴーニュ宮廷を中心 とする絵画の流れ,ド イツルネサンスとやがて17世紀を迎え









第3部 は 「風景画の近代 ・風景の現在」である。2章 に分かれ,19世紀のフランスの風景
画(コmか らセザンヌまで)と20世紀以後の 「新 しい世界の風景」について取扱ってい
る。
さらにこの著作の特色として,巻頭に 「風景画の意味」 というタイトルの一文があり,第
1部と第2部 の間に 厂幕間1」,第2部 と第3部の間に 「幕間II」がある。「書誌 ・註記」
(各章毎に独立してたいへん便利である。),「あとがき」,「人名索引」,「図版作品所在地別
挿図番号リスト」が所載され,口絵にはカラー写真が数点,本 文中の図版 も数が多い。表紙
とカラー図版のカヴァーは,フ ェルメールの1660年頃の 「デルフト風景」で,こ の著作を
ひきたてている。'
著者はまず巻頭で,日本における明治初年の洋画教育がイタリアから招聘した画家による
ものであったが,そ の中に英語の 「ランドスケープ」,フランス語の 「ペイザージュ」,イタ
リア語の 「パエザージオ」などに当 り,また日本古来の山水をも思わせる 「天景」,「地景」,
「風景」などの用語が散見することから問題をすすめている。そして本著のタイ トルが 「風
景画の光」であるのは 「光」は太陽の光であるが,ヨ ーロッパでは 「真理」を表わし,




実の光,ア ル トドルファーの 「イッソスの戦い」における光,ブ リューゲルの 「黄色い太


















































示している。同時にクmド ・ロランの有名な 「エウローパの掠奪」は長 くイギリスの個人
コレクションに秘蔵されていたが,1981年以降にアメリカに移っていること,その他のク
ロー ドの初期の作品もかなりアメリカに渡って掠奪されていることの指摘が,併せてこの副
題の意味の中にこめられているのである。著者は1951年生まれである。まだこれか ら多 く
の春秋に恵まれている。これまでの研究の上にさらに幾多の有意義な成果を上げられること
を期待 したい。
(野口榮子)
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